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管
理
者
う
る
し
ま
の 

ヨ
モ
ヤ
マ
バ
ナ
シ 

２
月
に
ワ
ッ
フ
ル
を
食
べ
る
お
楽
し
み
企
画
を
実
施

し
、
４
月
に
は
「
ウ
サ
ギ
の
か
た
ち
の
パ
ン
ケ
ー
キ
」
を

焼
き
た
て
で
提
供
し
て
下
さ
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
お

呼
び
し
ま
し
た
！
ワ
ッ
フ
ル
や
パ
ン
ケ
ー
キ
は
、
な
に

わ
の
里
と
歩
む
会
か
ら
の
ご
寄
付
で
購
入
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
い
つ
も
心
か
ら
の
応
援
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
当
日
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
雨
予

報…

。
「
雨
降
ら
な
い
と
い
い
ね…

」
と
話
し
て
い
る

と
、
Ｈ
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
な
に
わ
の
里
の
イ
ベ
ン
ト
は
晴

れ
ま
す
！
」
と
い
う
力
強
い
言
葉
が
。
そ
の
言
葉
通

り
、
天
気
は
も
っ
て
く
れ
て
、
４
月
の
さ
わ
や
か
な
風

を
感
じ
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

あ
る
利
用
者
さ
ん
は
、
携
帯
ゲ
ー
ム
機
で
パ
ン
ケ

ー
キ
の
写
真
を
撮
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
利
用
者
さ

ん
に
と
っ
て
、
楽
し
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
れ
ば
嬉
し
い

な
と
思
い
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（小
池
） 

続、お楽しみ企画を実施しました！！ 

 

 

一
年
前
の
な
に
わ
た
い
む
ず
で
も
紹
介
し

た
、
柏
原
市
か
ら
の
委
託
事
業
『
柏
原
市
発

達
障
害
児
等
支
援
事
業
』
の
初
年
度
を
、
２

０
２
３
年
３
月
に
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
「
発
達
障
害
児
へ
の
個
別
療
育
」
や

「
ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
の
家
族
支

援
」
な
ど
、
市
内
の
発
達
障
害
児
や
そ
の
ご

家
族
、
地
域
の
方
々
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
子
ど
も
へ
の
接
し
方
が
変

わ
っ
た
」
「
グ
ル
ー
プ
で
話
が
で
き
、
孤
独
で
は

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
な
ど
、
満
足
度
の
高

い
感
想
を
い
た
だ
け
、
ス
タ
ッ
フ
も
手
応
え
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
事
業
所
で
あ

り
続
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（漆
嶋
） 

  

『
柏
原
市
発
達
障
害
児
等

支
援
事
業
』
２
０
２
２
年
度

完
遂
！ 

 

豚
の
生
姜
焼
き
弁
当
一
択
作
戦 

 

先
日
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
「
将
来
推
計
人
口
」
に
よ
る
と
、
日
本
の
人
口
は
３
３

年
後
に
は
１
億
人
を
割
り
、
６
７
年
後
の
２
０
７
０
年
に
は
８
７
０
０
万
人(

現
在
よ
り
３

割
減)

に
な
る
そ
う
で
す
。
高
齢
者
の
割
合
は
増
え
、
生
産
年
齢
人
口
は
３
０
０
０
万
人
ほ

ど
減
る
と
の
こ
と
。
現
在
の
東
京
の
人
口
の
２
倍
以
上
の
人
数
で
す
。
ま
た
、
外
国
人
が
増

え
、
街
で
は
子
ど
も
よ
り
も
外
国
人
を
見
か
け
る
こ
と
の
方
が
多
く
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
と
は
言
え
、
世
界
で
は
人
口
が
８
０
０
０
万
人
以
下
の
国
の
方
が
多
く(

年
齢
の
割
合

が
違
い
ま
す
が)

、
そ
こ
ま
で
悲
観
す
る
こ
と
で
は
な
い
よ
う
な
気
に
も
な
り
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
情
報
に
触
れ
る
と
未
来
が
身
近
に
感
じ
ま
す
。
未
来
を
想
像
し
、
備
え
る
た
め
に
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
、
き
ち
ん
と
向
き
あ
っ
て
い
か
な
い
と
と
思
い
ま
す
。
個
人

的
に
は
、
７
０
歳
ま
で
健
康
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
状
態
で
い
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良

い
か
が
一
番
の
関
心
事
で
す
。 

５
月
８
日
か
ら
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
５
類
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
３
年
間
闘
っ
て
き
た
コ
ロ
ナ
と
の
向
き
合
い
方
が
、
世
の
中
的
に
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

待
ち
望
ん
で
い
た
こ
と
で
も
あ
る
は
ず
な
の
に
、
実
際
は
戸
惑
い
の
方
が
大
き
い
こ
と
が
不

思
議
で
す
。
生
活
施
設
と
い
う
存
在
が
微
妙
な
の
で
し
ょ
う
か
。
世
間
が
変
化
し
て
い
く

中
、
い
つ
ま
で
も
我
慢
を
続
け
る
こ
と
も
難
し
い
で
す
が
、
か
と
い
っ
て
感
染
し
た
際
の
影
響

は
変
わ
ら
ず
に
大
き
く
、
守
り
に
入
り
た
く
な
り
ま
す
。
法
人
と
し
て
の
基
本
方
針
は
発

信
し
ま
す
が
、
具
体
的
な
対
策
は
時
間
を
か
け
る
予
定
で
す
。
と
か
言
っ
て
い
る
間
に
第
９

波
が
く
る
の
か
な
？ 

４
月
下
旬
か
ら
、
月
曜
日
だ
け
家
族
の
弁
当
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
料
理
は
得

意
で
は
な
い
自
分
が
、
何
と
か
効
率
よ
く
お
い
し
い
弁
当
を
作
る
た
め
に
考
え
た
の
が
、

“
豚
の
生
姜
焼
き
弁
当
”
一
択
作
戦
で
す(

繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
熟
練
度
ア
ッ
プ
、
メ
ニ
ュ

ー
を
考
え
る
時
間
の
短
縮)

。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
期
待
を
背
負
い
、
く
じ
け
ず
に
や
っ
て
い
け
る

か
？
継
続
が
大
事
で
す
よ
ね
。
今
後
の
展
開
に
ご
期
待
く
だ
さ
い(

期
待
し
て
な
い
？) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

第１回 

第 22回 

お母さんが日々感じていることを 

ちょっとだけ垣間見るコーナーです 

今回のテーマ 

『うれしい出会いと残念な別れ』 

 

担当者コメント欄 

このテーマで保護者の方にお話を聞きましたが、や

はり、先生や同級生に対しての特別な思いを持って

おられるようです。今回、皆さんのお話を伺って、保

育園や学校の役割や重要性を再認識する良い機

会になりました。（高木・髙松） 

 

『保育園での出会いと別れ』 

・この頃になると思い出すのは娘の初めての集団生

活となる保育園の入園式。初めて見る保育士さんや

ほかの園児たちを見渡したと思うと、じっとしていられ

ず席を立ってうろうろ。年少組担当の先生が何とか自

分の膝の上に座らせてくださり、無事終えました。これ

が娘と私にとっての先生との出会いです。以後、身の

回りのことや給食、トイレでのマナーを根気強く教えて

くださり、日頃の暮らしに大変役に立ちました。 

・そして３年後の別れとなる卒園式。「思い出のアル

バム」を合唱。会話は単語を並べるだけだったのに歌

は上手に歌えていてうれしくて泣いたこと、保育士さ

んやほかの園児との別れ。一番なつかしい思い出で

す。それ以降二度と「思い出のアルバム」は歌わず、

曲が聞こえるものなら「キライ！！」とパニックになっ

てしまいます。何がそうさせるのか…。私にとっての出

会いと別れでした。＜K＞ 

・保育所の時、息子は今ほど上手に会話が出来ません

でした。でも、息子ととても仲の良かった友達がいて、そ

の友達が息子の言いたい事を他の友達に代弁してくれ

ていました。息子にとって大きな存在になってくれまし

た。また、保育所の先生も、息子が上手に他の友達とコ

ミュニケーションを取れなくて問題が起こっても、そのエ

ピソードを泣きながら話してくれるような、すごく親身にな

って、息子の事を考えてくれる先生でした。自分たちは、

息子とスムーズにコミュニケーションを取れず、イライラし

たりする事もありましたが、そうやって理解してくれる人た

ちに保育所で巡り合えて良かったと思います。＜H＞ 

 

・息子が中学 2 年生の時の担任の先生で、家族構成が

似ていたり、それ以外にも複数の共通点があり、自分た

ちとつながりを感じる先生に巡り合いました。その先生

は、息子が何かに頑張った時、必ず褒めてくれる先生で

した。息子自身よりも、親の方が、その先生に対しての思

い入れが強かったと思いますが、息子が3年生になる時

は、別の学校に赴任されたので、それがすごく残念でし

た。でも、息子が無事に中学校を卒業し、入学志望して

いた高校にも合格した事を報告して、喜んでもらいまし

た。＜ハイチュウママ＞ 

 

うれしい出会いと 

残念な別れ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラ 

マエダ 

atelier naniwa 

第 8 回 

理事長マエダが、ブラブラするコーナーです 

 

なにわの里で使用している自立課題や

支援ツールを紹介するコーナー 

は
じ
ま
り
ま
し
た
「ブ
ラ
マ
エ
ダ
」 

今
回
は
、
六
心
会
の
堤
理
事
長
を
ブ
ラ
ブ
ラ
と
訪
ね
ま
し
た
。 

 

マ
エ
ダ 

「本
日
は
堤
さ
ん
が
先
駆
的
に
実
践
さ
れ
て
い
る
『
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
』に
つ
い
て
お
聴
き
し
ま
す
」 

堤
さ
ん
「は
い
。 

私
た
ち
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
リ
ガ
ー
レ
は
、
同
じ
想
い
を
持
つ
５
つ
の
法
人
が
、
人
材
の
育
成
・ 

採
用
等
に
つ
い
て
力
を
結
集
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」 

マ
エ
ダ 

「な
る
ほ
ど
。
し
か
し
、
連
携
推
進
法
人
で
な
く
て
も
連
携
は
で
き
る
。
と
い
う
声
も
聴
こ
え
て
き
ま
す
が
？
」 

堤
さ
ん
「確
か
に
連
携
法
人
自
体
は
手
段
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
業
を
存
続
さ
せ
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
役 

割
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
上
で
は
、
中
小
法
人
連
携
は
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
人 

口
減
少
が
続
く
中
で
の
『危
機
感
』と 

『あ
と
に
続
く
人
材
の
育
成
』で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」 

マ
エ
ダ 

「き
ち
ん
と
内
外
環
境
分
析
が
で
き
て
い
る
か
？ 

そ
の
上
で
勝
算
の
あ
る
対
策
を
打
て
て
い
る
か
？ 

で
す
ね
」 

堤
さ
ん
「は
い
。
毎
月
、
管
理
職
以
上
が
集
ま
り
、
『人
材
育
成
』『
情
報
共
有
』『組
織
機
能
』『設
備
・環
境
』『職
員
配 

置
』
『
利
用
者
支
援
』
『
地
域
支
援
』と
い
っ
た
７
つ
の
領
域
に
つ
い
て
経
営
戦
略
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
」 

マ
エ
ダ 

「
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
外
部
機
関
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
？
」 

堤
さ
ん
「重
要
な
こ
と
は
、
現
場
の
生
々
し
い
課
題
に
い
っ
し
ょ
に
向
き
合
っ
て
い
く
多
く
の
仲
間
が
い
る
こ
と
。
経
営
も 

現
場
支
援
も
、
O

J

T
が
一
番
の
学
び
の
場
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
が
連
携
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト 

だ
と
思
い
ま
す
。
主
体
性
も
な
く
、
目
的
が
共
有
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
が
」 

マ
エ
ダ 

「
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
・経
験
を
共
有
し
、
人
材
を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
。
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」 

 

今
回
も
、
社
福
経
営
者
向
け
雑
誌
に
連
載
し
た
い
ぐ
ら
い
、
お
伝
え
し
た
い
内
容
が
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
紙
面
の

関
係
上
、
超
々
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
堤
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～
。 

 

「(社福)六心会 堤理事長」 

を訪ね、ブラブラ 

 

アトリエナニワ 

【ツールの説明】 

・投票所へ行く意思を確認するために、

選挙に行くカード(左)と部屋のカード

(右)を用意しました(写真①)。 

手に取った方を本人の意思として実施

します(写真②)。 

 

 
【ツールのメリット】 

・カードを 2 種類用意して選択するこ

とで、本人の意思を確認することが

できる。 

 

（ 入所・ＧＨ支援2係 西嶋 光 ） 

 『 選挙の投票意思確認 』 

カードの種類≪写真①≫ 

せんきょにいく（左） 

へやですごす（右） 

選択した方のカー

ドを手に取る。 

≪写真②≫ 

 



【はじめに】 

 なにわの里では20～60 代と幅広い年齢層の利用者さんが生活されています。健康に生活するためには食べるこ

とは大切です。それぞれの利用者さんが安心・安全に食べることができるように、3ヶ月に 1回、言語聴覚士(以

下、ST)に「食べること」に関する様々な悩みの相談を行い、その方にあったアドバイスを聞き取っています。今回

はその中から嚥下機能を保つために取り組んだ支援を紹介します。 

 

【ST 診察から支援までの流れ】(①～④を繰り返す)  

 対応者 動き 

①  現場スタッフ 利用者の食事の際の食べ方や姿勢など、気になる悩みを ST担当スタッフに伝える 

②  ST 担当スタッフ 現場スタッフからの悩みを STに相談し、必要なアドバイスを聞き取る 

③  ST 担当スタッフ ST の診察内容やアドバイスを現場スタッフに伝える 

④ 現場スタッフ アドバイスを聞き、一人一人にあった支援を行う 

 

【A さんの事例】 

A さんは 50歳の男性です。日頃から背中が丸まった、いわゆる“円
えん

背
ぱい

”です。食事の時も、その姿勢のままかき込

んで食べる習慣があります。また十分噛むことができていないためか、むせることが多く、喉を詰めたり誤嚥した

りしないか心配だ…と現場スタッフから相談がありました。STに相談し、食事の様子を見てもらってアドバイスを

受けました。 

 

【ST の見解としては…】 

・ 顎が斜め下に落ちて前傾姿勢で食べ物を飲み込んでいるため、誤嚥しやすい状態である 

・ かき込んで食べる習慣は、喉詰めや誤嚥の可能性が高くなる 

・ あまり咀嚼していないようだが、だからといって刻み食にすると、かき込んで食べた際に気管に入って誤嚥す

る可能性が高くなるので良くない・ 

・ むせることで、食べ物が気管に入ることを防いでいるため、食事ができていると思う。しかし、いつ誤嚥して

もおかしくない食べ方である 

とのことでした。今後この状態を続けると誤嚥をおこす可能性が高いことが分かりました。 

 

【正しい食事の姿勢とは】 

次の図①が正しい食事の姿勢です。図②がAさんの食事の様子です。正しい姿勢とは反対に顎が斜め下に落ちて

います。この姿勢でかき込むことで、食べ物が気管に入りやすくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

C a s e 

book 
なにわの里 支援の実践紹介 

いつまでも楽しく食事ができるように… 

 

通所支援2係 石谷友美 

 

 

○○支援●係  ・・・・ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【A さんへの正しい姿勢に近づく取り組み】 

まずは正しい食事の姿勢に近づけるよう、２つの支援に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・Aさんが食事をする時にこの姿勢を習慣づけ、むせを減らすことができるように支援中です。 

 

 

【まとめ】 

ST からみて、ほとんどの利用者さんが食事の姿勢に課題を持っているとのことです。今は年齢が若く喉の筋力が

低下していないため誤嚥する方が少ないが、年齢を重ねると筋肉量が低下し、飲み込む力も落ちていくため、誤嚥

の可能性も高くなります。むせ等の症状が出る前に、早めに正しい姿勢を習慣付ける対策の必要性を改めて感じま

した。 

一度、嚥下機能が落ちると回復するまでに時間がかかり、その間に誤嚥を繰り返す…というケースもあります。

長い年月をかけて身につけた食事の際の姿勢や食べ方をすぐに改善することは難しいですが、できる限りの予防は

必要です。利用者みなさんの楽しみの一つである食事が年齢関係なく、いつまでも美味しく食べられるように STと

連携してこれからも支援していきたいです。専門家の目線で定期的に診察を受けることで、私たちスタッフでは気

付くことのできない問題を早期に知ることができ、予防支援をすることができます。今現在、利用者が持っている

機能を維持することが私たち支援者の役割だと考えています。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図① 正しい理想の姿勢 

図② Aさんの食事姿勢 

 

顎が下がり、
肘が上がるこ
とでかき込み
やすくなって
いる 

支援① 食事のかき込み予防 

 両脇にクッションを挟むことでクッションに意

識が向き、肘が上がり過ぎることを防ぎます。

結果、かき込む動作ができなくなります。 

 

支援② 食事のむせ込み予防 

 お尻と腰の間にクッションを挟んで骨盤を正

しい位置にすることで姿勢が正され、飲み込む

際に飲食物が食道を通りやすくなります。 

 
支援② 食事のむせ込み予防 

 お尻と腰の間にクッションを挟んで骨盤を正

しい位置にすることで姿勢が正され、飲み込む

際に飲食物が食道を通りやすくなります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジムインこいけのなんでも日記 

なにわの里サポータークラブに資金又は物品・労力などでご支援をいただいた方々 

202３年１月１日～３月３１日                                       （敬称略・順不同） 

（法人の部） 

アトリエらくだ 

（個人の部） 

坪田 信道     小畑 チヅ子   山下 孝子     西原 周美     小島 純子     森 克雄 

合田 裕章 

空
中
ブ
ラ
ン
コ
の
下
の
幸
せ 

３
月
に
春
休
み
と
い
う
こ
と
で
、
和
歌
山
に
家
族
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

自
分
は
運
転
が
超
苦
手
で
、和
歌
山
に
着
い
た
ら
も
う
ヘ
ト
ヘ
ト(

笑)

、頑
張
っ
た

オ
レ
、
よ
く
や
っ
た
オ
レ
、
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。
和
歌
山
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
と
い

う
ほ
ど
よ
く
ガ
ラ
ガ
ラ
な
遊
園
地
で
遊
ん
だ
の
で
す
が
、
二
人
の
娘
は
嬉
し
そ

う
に
乗
り
物
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。 

最
後
、
何
度
目
か
の
空
中
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
っ
て
い
る
娘
二
人
を
見
上
げ
な
が

ら
、
妻
が
泣
い
て
い
る
の
に
気
づ
き
ま
し
た
。
苦
労
か
け
て
い
る
か
ら
な
ぁ
と
い
う

思
い
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
「
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
大
変
な
こ
と
が
あ
っ

た
け
れ
ど
、
こ
れ
が
自
分
の
幸
せ
な
ん
だ
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
年
前
に
体
を
壊
し
て
か
ら
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
空
中
ブ
ラ
ン
コ
を

見
上
げ
な
が
ら
「
幸
せ
だ
」
と
感
じ
ら
れ
た
の
だ
と
思
う
の
で
す
。 

ま
た
、
自
分
ひ
と
り
で
身
を
固
く
し
て
悩
み
や
葛
藤
を
抱
え
込
ん
で
い
た
と

し
た
ら
、
こ
ん
な
ふ
う
に
は
思
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
な
、
と
も
思
う
の
で
す
。
た
く

さ
ん
の
方
に
支
え
て
頂
き
、
そ
の
中
で
ゆ
ら
ぐ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
（
で
き

て
い
る
か
ら
こ
そ
）
、空
中
ブ
ラ
ン
コ
の
下
の
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。 

 

自
分
は
「
誰
の
目
か
ら
見
て
も
い
い
、
光
り
輝
く
も
の
」
よ
り
も
（
そ
れ
も
あ
っ

て
い
い
と
思
う
の
で
す
が
）
、
「
い
ろ
い
ろ
し
ん
ど
い
こ
と
も
あ
る
中
で
、そ
の
人
の

目
に
だ
け
映
る
“
優
し
く
ポ
ワ
ッ
と
光
る
幸
せ
”
」
の
よ
う
な
も
の
が
一
つ
あ
る
、

と
い
う
ほ
う
が
何
と
い
う
か
好
き
な
の
で
す
。
日
々
い
ろ
い
ろ
あ
る
中
で
、そ
の
光

は
見
え
な
く
な
る
と
き
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
と
き
に
「
あ
ぁ
、
こ
れ
が
自
分
の
幸
せ
な
ん
だ
」
と
立
ち
戻
る
こ
と
が
で
き

る
、
そ
ん
な
自
分
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なにわの里スタッフの紹介コーナーです。インタビュー形式で、スタッフの声をお届けします！ 

第 110号 
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社会福祉法人 なにわの里 

〒582-0025 柏原市国分西 1-3-43HOPEハウス 202 

E-mail naniwa@naniwanosato.jp 

HP http://naniwanosato.jp 

右の QRコードから 

かんたんアクセス！ 

林 大祐 
（通所支援課 

 課長） 

― 林さんが対人援助の仕事をしたいと思ったのはなぜだったんですか？ 

 高校生の頃だったと思うのですが、看護の仕事か、福祉の仕事・・・という感じで考えていました。という

のも、青年海外協力隊のように海外に行って人と関われる仕事に携われたら・・・という思いがあって、そ

のためには専門職である必要がある、それなら看護か福祉かという考えでした。そんな中で、大阪の福

祉系の大学に通うことになりました。大学では、児童福祉のゼミに入って、障害のある子どもと関わるボ

ランティアなどもしていました。 

 

― 重度の知的障害のある方と関わることになるのは、なにわの里に入職してからですか？ 

そうですね、採用実習の一日目だったか、二日目だったか、お昼ごはんが食べられなかったことを覚えて

います..7 

 

います。そのときは感じていなかったのですが、やっぱり初めての環境で疲れみたいなものもあったんでしょうね。 

仕事を始めた頃は、利用者さんの激しい行動なども「こういうものなのだろうな」という受け止め方をしていたというか・・・。自分の

役割としてはその行動をただ受け止めることなんだろうな、というふうに思っていたところがあります。2 年目くらいの時に、福祉関係の

仕事をしている友達から「それはちがうんちゃう」という感じで言われたことがあって、そこで結構考えました。今はただただ受け止める

というよりは、その人の持っている強みを活かしたり、その人らしく過ごせる環境を作ることが僕らの役割なんだろうな、というふうに考

えています。 

 

― 今、課長という立場で管理業務をしているわけですけど、大変さってどんなところですか？ 

 「管理業務が分からない」ということです（笑）。いや、というのは、やっぱり多くの業務をこなさないといけないので、「本来やるべきこ

とってなんだろう」というふうに考えてしまうんですね。でも、とにかく今できることをするしかないと思っています。 

 

― では、今思うこの仕事のやりがいってどんなことですか？ 

 やりがいですか・・・。なかなか一言では言いづらいのですが、年度の終わりに退職者が少なかったりとかいなかったりとか、そういう

ときに感じることはありますかね。退職するのがだめだとか、そういうことでは全くないんです。ただ、自分の中で「長く利用者さんと関

わることに一つの意味があるんじゃないか」という気持ちがあるんですね。 

 対人援助の仕事の大変なところとして、「どれだけやればいい」ということがない、ということがあると思います。そんな中でしんどくな

ってしまうこともあると思うのですが、そんなしんどい思いを周りの人に伝えたりとか、やり取りする中でどうにかやれている、そういうこ

とが一つ大切なことなんじゃないかと思っています。 
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